
○がんの教育に関する協議会の設置

○がんの教育に関する検討委員会の設置

○実践校における実践（小中高各１校）
・小学校 伊勢崎市立南小学校 【第6学年】
・中学校 伊勢崎市立第一中学校 【第3学年】
・高等学校 県立伊勢崎興陽高等学校【第1学年】
○研修会の開催

（実践校地区及び県内学校対象）

平成２７年度の実施概要

群馬県がんの教育総合推進事業の取組

がんの教育に関する協議会 開催

第1回 平成27年10月5日
〈協議〉

・がんの教育に関する計画に

ついて

・がんの教育の内容や進め方

について

第２回 平成28年2月2日
〈報告〉

・今年度の取組について

〈協議〉

・今年度の計画・取組について

・次年度の計画・取組について

大学教授

三師会

がん患者会

ＰＴＡ

看護協会

県立がんセンター

保健部局
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がんの教育に関する検討委員会 開催

○授業内容等の検討

・がん教育の方向性

・指導案

・資料

・進め方

・授業検討

・意見交換

大学教授（医学系研究科）

指導主事

大学准教授（看護学科）

実践校教諭

実践校養護教諭

がん患者会

国立がん研究センター

がん患者支援団体

第1回 平成27年10月７日
第2回 平成27年10月15日
第3回 平成27年12月8日

２７年度 がんの教育に関する講義

【教職員対象】 １１月 ２日（藤岡市みかぼみらい館）

講義 「学校でのがん教育」

講師 群馬大学大学院 医学系研究科

病態腫瘍薬理学 西山正彦 教授

【講義内容】

○日本におけるがんの状況

○がん治療

○学校でのがん教育の必要性

○がん教育のすすめ方 等
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２７年度伊勢崎市立南小学校の実施概要

時期 時間 内容

二学期 体育
（保健領域）

○「病気の予防」
生活習慣病など生活行動が主な要因となって起こ
る病気の予防には、望ましい生活習慣を身に付ける
必要があること、喫煙・飲酒・薬物乱用などの行為は、
健康を損なう原因となることを理解する。

9月10日 特別活動
（学級活動）

○「喫煙防止教室」

たばこについての基礎知識や害について理解し、

たばこによって引き起こされるがんもあることを学ん
だ。 ※伊勢崎保健福祉事務所との連携

10月15日 道徳 ○主題名 限りある命を大切に
生命尊重 3-(1)

「その思いを受けついで」

死の重さや生きることの尊さなどを感じ、自他
の生命を尊重する態度を育てる。
※外部講師（大島会長）との連携

２７年度伊勢崎市立南小学校「道徳」の取組

１ 生活習慣病について
振り返る。
２ 資料「その思いを受け
ついで」を読み、主人公
の思いについて考える。
・資料 ・ワークシート

３ 大島さんのお話をもと
に、限りある命について
自分自身を振り返る。
４ 本日の授業を振り返り
「いのち」について考え
たことをまとめる。
５ まとめた感想を発表す
る。
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２７年度 伊勢崎市立南小学校「道徳」 児童の感想から

事前 （％） 事後 （％）

質問
そう
思う

どちらかというと
そう思
わないそう思う

そう思わ
ない

a がんの学習は、健康な生活を送るため
に重要だ。 65 26 0 10

b がんの学習は、健康な生活を送るため
に役立つ。 58 29 6 0

２７年度 伊勢崎市立南小学校 児童(６年生)に対するアンケートから

(n=32)

そう
思う

どちらかというと
そう思
わないそう思う

そう思わ
ない

84 13 0 3

84 16 0 0

質問 正しい 誤り

e 早期発見すれば、がんは治りやすい。 71 26

f 体の調子が良い場合は、定期的に検
診を受けなくても良い。 23 77

正しい 誤り

91 3

3 97

質問
そう
思う

どちらかというと
そう思
わないそう思う

そう思わ
ない

d がん検診を受けられる年齢になったら、
検診を受けようと思う。 48 39 3 10

g がんになっている人も過ごしやすい世
の中にしたい。 55 29 6 10

そう
思う

どちらかというと
そう思
わないそう思う

そう思わ
ない

84 13 0 0

81 16 0 3

(n=31)
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２７年度県立伊勢崎興陽高等学校の実施概要

時期 時間 内容

一学期 保健体育 ○「現代社会と健康」
「生涯を通じる健康」

生活習慣病を予防し、調和のとれた健
康的な生活を実践することが必要である
ことを理解する。

12月 8日 学校行事 ○講義 『自分らしさって何だろう？』
がん経験者 桜井 なおみ

○質疑応答

2月 ○生徒保健委員会
・「がんにならないためにできること」
・「がんになってしまったら」
・「がんになってしまった人のためにできること」
上記についてまとめた「保健だより」を発行

２７年度 県立伊勢崎興陽高等学校の取組

講義 『自分らしさって何だろう？』
講師 がん経験者 桜井なおみ

日本対がん協会と連携して開催

【講義内容】

○自己紹介 ○乳がんの告知を受ける前･受けてから

○がんの治療体験 ○早期発見の重要性 ○医療の進歩

○最新の治療方法 ○質疑応答
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２７年度県立伊勢崎興陽高等学校「講演」後生徒の感想から

事前 （％） 事後 （％）

質問
そう
思う

どちらかというと
そう思
わないそう思う

そう思わ
ない

a がんの学習は、健康な生活を送るため
に重要だ。 65 33 2 0

b がんの学習は、健康な生活を送るため
に役立つ。 63 35 2 0

２７年度県立伊勢崎興陽高等学校生徒（高校１年生）アンケートから

(n=198)

そう
思う

どちらかというと
そう思
わないそう思う

そう思わ
ない

77 22 2 0

73 24 2 0

質問 正しい 誤り

a がんは誰もがかかる可能性のある
病気である。 96 4

c がんは日本人の死因の第２位である 58 41

正しい 誤り

98 2

45 54

質問
そう
思う

どちらかというと
そう思
わないそう思う

そう思わ
ない

f がんになっても生活の質を高めること
ができる。 16 37 37 11

g がんになっている人も過ごしやすい世
の中にしたい。 53 43 3 1

そう
思う

どちらかというと
そう思
わないそう思う

そう思わ
ない

30 36 27 8

68 28 3 1

(n=197)
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平成２６・２７年度
伊勢崎市立第一中学校
がんの教育に関する実践

教 諭 田村 友子

がん教育の目標

①がんについて正しく理解することができるように
する

•がんが身近な病気であることや、がんの予防、早期発見・検診
等について関心をもち、正しい知識を身に付け、適切に対処で
きる実践力を育成する。また、がんを通じて様々な病気につい
ても理解を深め、健康の保持増進に資する。

②健康と命の大切さについて主体的に考えること
ができるようにする

•がんについて学ぶことや、がんと向き合う人々と触れ合うこと
を通じて、自他の健康と命の大切さに気付き、自己の在り方や
生き方を考え、共に生きる社会づくりを目指す態度を育成する。
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２６年度 伊勢崎市立第一中学校の実施概要

時期 時間 内容

一学期 保健体育 ○「病気の予防」
がんをはじめとした生活習慣病と
その予防について理解を図る

10月7日 特別活動
（学級活動）

（２）適応と成長及び健康安全
○「がんについて知ろう」
がんに関する正しい知識の理解を

深め、自らの健康を適切に管理しよう
とする態度を育てる
※日本対がん協会作成ＤＶＤ使用

10月14日 道徳 ○主題名 生命の尊さ 生命尊重3-(1)
「命をみつめて」

がん患者の生き方を考えることを通
して、生命の尊さに気付き、自己の生
命を大切にしようとする心情を深める

教科
保健体育〔保健分野〕
教科書では
５ 生活習慣病の予防

日本人の死因
第１位

「新しい保健体育（東京書籍）」
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教科
保健体育〔保健分野〕
「がん」について扱う
部分

「新しい保健体育（東京書籍）」

「新しい保健体育（東京書籍）」
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２６年度伊勢崎市立第一中学校｢道徳｣の取組

１ 生命のかけがえのなさ
について話し合う
２ 資料「命をみつめて」を
読み、瞳さんの思いにつ
いて考える
・作文「命をみつめて」
・映像

３ 瞳さんが「伝えたいこと
」について考える
４ 瞳さんの「生き方や考
え方」 について考え、
今までの自分を振り返る
５ 「私たちの道徳」（文部
科学省）を活用し、本時
のまとめをする

２６年度「道徳」授業後 生徒の感想から
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